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学位論⽂を基にした投稿に関する倫理的留意点について 
 

 平素より本⽀部の活動にご理解とご協⼒を賜り、誠にありがとうございます。 

 近年、学位論⽂を基にした投稿に関して、研究倫理上の配慮が求められる場⾯が増えております。特

に、学位論⽂が⼤学リポジトリ等に登録され、インターネット上で公開される状況においては、投稿論

⽂との関係性を明確にし、研究の信頼性を確保することが重要です。 

 本⽀部紀要は、会員の皆様が⾃⾝の研究成果を広く発信し、学術的な対話を促進する場です。そのた

め、投稿に際しては、以下の点について改めてご留意いただきたく、声明としてお知らせいたします。 

 

1. 学位論⽂を基にした投稿は、申告が必要です 
 学位論⽂を基にして本⽀部紀要に論⽂を投稿する場合には、投稿時にその旨を明確に申告してくださ

い。これは、研究の出所を明らかにし、読者や査読者が内容の独⾃性や発展性を正しく評価するために

不可⽋です。申告がない場合、研究倫理規程に抵触する可能性があり、掲載後であっても訂正や説明を

求めることがあります。 

 

2. 公開済みの学位論⽂と投稿論⽂の関係性について 
 学位論⽂が公開されている場合、とりわけインターネット上で公開されている場合には、内容の重複

に関して特に注意が必要です。学位論⽂の内容（の⼀部）をそのまま投稿することは、本⽀部としては

望ましいとは考えておりません。投稿論⽂は、学位論⽂の内容を踏まえつつ、新たな分析・考察・展開

を加えたものとすることが求められます。これは、研究の進展を⽰すとともに、学術的な価値を⾼める

ための基本的な姿勢です。 

 

3. 投稿規程と研究倫理の理解を深めること 
 本⽀部では、⽇本学術振興会が定める「誠実な科学者の⼼得」に基づき、研究倫理の遵守を重視して

おります。投稿に際しては、投稿規程および研究倫理規程を⼗分に確認し、適切な⼿続きを踏んでいた

だくようお願いいたします。 

 

 研究活動は、個⼈の努⼒とともに、学術共同体の信頼によって成り⽴っています。今後とも、研究の

健全な発展と信頼性の確保のため、みなさまのご理解とご協⼒をお願い申し上げます。 


